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一ハ
l
一
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路

てず

ン

ガ

ゼ

ヤ

航

海

l

上

正

未リ

ロ
シ
ア
人
が
西
シ
ベ
リ
ア
と
の
間
を
往
来
し
た
交
通
路
は
、
筆
者
が
さ
き
に
論
述
し
た
こ
と
の
あ
る
ウ
ラ
ル
山
脈
越
え
の
陸
上
交
通
路
ば
か

①
 

り
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
本
稿
で
は
、

二
ハ

l
一
七
世
紀
に
欧
露
北
部
の
ロ
シ
ア
人
が
西
シ
ベ
リ
ア
北
部
の
沿
海
地
域
へ
の
往
来
に
利
用
し

た
北
極
海
沿
岸
航
路
に
つ
い
て
、
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

ロ
シ
ア
人
は
す
で
に
一
二
世
紀
初
め
ご
ろ
か
ら
、
ウ
ラ
ル
山
脈
の
北
部
を
越
え
て
西
シ
ベ
リ
ア
方
面
へ
進
出
を
は
じ
め
た
と
推
測
さ
れ
、
第
四

ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
年
代
記
に
は
、

一
三
六
四
年
に
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
人
た
ち
が
「
オ
ビ
川
に
そ
う
て
海
に
い
た
る
ま
で
遠
征
し
た
」
と
い
う
記
載
も
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
っ
と
東
方
の
オ
ビ
湾
東
岸
一
帯
の
地
方
を
指
し
た
と
思
わ
れ
る
「
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
（
冨
自
哲
児
苫
）
」
の
こ
と
が
、

ロ
シ

ア
の
文
献
に
初
め
て
現
わ
れ
た
の
は
、

か
な
り
後
代
の
一
六
世
紀
初
め
の
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

二
ハ
世
紀
初
め
の
著
作
と
さ
れ
る
「
東

閣
の
未
知
の
人
々
と
種
々
の
言
語
と
に
関
す
る
話
（
O
n
r
o
F
4
0仲間島
r
ロ
2
5苦
B
可
w
r
E
4
0印円。
nrロ
。
可
由
門
店

5
－
o
苫
ミ
広
島
r
g
Nロ
ユ
「
）
」

の
最
初
の
と
こ
ろ
に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

ユ
グ
ラ
の
土
地
（
オ
ビ
川
流
域
三
上
註
）
の
か
な
た
に
、
富
田
－

moga
と

②
 

よ
ば
れ
る
サ
モ
イ
ェ
i
ド
の
人
々
が
海
の
沿
岸
に
住
ん
で
い
る
」
と
。

「
東
国
に
、

一六
l
一
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路
公
二
上
〉

二
九
九



一六
l
一
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路
（
三
上
）

8 

ソ
連
の
学
者
に
よ
る
と
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
と
い
う
地
名
は
こ
の
玄
白
百

O
R
g
か
ら
で
た
言
葉
で
あ
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
冨
白
釘
o
g
m
F
あ
る

い
は
冨
o

－m。ロ
N
O
F

と
い
う
の
は
エ
ネ
ツ
族
（
イ
ェ
ニ
セ
イ
・
サ
モ
イ
ェ

l
ド
族
）

正
し
く
は
モ
ン
カ
シ
（
言
。
ロ
m
W
8
0

の

一
氏
族
名
で
、

と
し
い

（
こ
れ
は
現
在
の
云
ロ
自
白
岳
と
い
う
氏
族
名
に
該
当
す
る

l
三
上
註
）
、

後
に
一
六

O
O年
に
タ
ズ
川
（
斗
自
）
下
流
の
沿
岸
に

「
モ
ン
カ
シ

（
現
在
の
宮
ロ
提
出
門
出
）
の
土
地
」

を
意
味
す
る
ネ
ネ
ツ
語

ロ
シ
ア
人
が
建
設
し
た
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
と
い
う
町
の
名
称
も
、

③
 

か
ら
由
来
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
同
じ
こ
の
著
作
の
な
か
で
後
の
方
に
で
て
く
る
2
回
同
町
内
w

と
よ
ば
れ
る
地
名
も
、

や

ぬ
民
同
回
。
ロ
ぬ

r白田ヤ
U
『曲ゅ
w

は
り
エ
ネ
ツ
族
の
一
氏
族
名

z切
印
、
．
に
関
係
し
て
い
る
語
で
、

③
 

（
ロ
ミ
ー
ヨ

w
E）
に
留
め
て
い
る
と
考
証
さ
れ
て
い
る
。

現
在
も
な
お
そ
の
名
残
り
を
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
の
左
支
流
の
名
称
パ
イ
・
ヤ
ハ

こ
れ
ら
の
オ
ビ
川
下
流
域
や
、
そ
の
東
方
の
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
お
よ
び
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
左
岸
地
方
な
ど
へ
、

ロ
シ
ア
人
は
一
体
い
つ
ご
ろ
か
ら
北

極
海
沿
岸
航
路
に
よ
っ
て
往
来
を
始
め
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
一
六
世
紀
半
ば
以
降
に
な
る
と
、
北
部
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
住
民

た
ち
が
、
北
極
海
航
路
に
よ
っ
て
オ
ピ
湾
方
面
へ
航
海
し
て
い
た
ミ
と
に
関
す
る
幾
多
の
記
録
が
あ
る
。

た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
人
の
メ
ロ
ウ

（
ω・
切
ロ
ロ
－
c
zぬ
r）

一
五
五
六
年
に
ヴ
ァ
イ
ガ
チ
島
（
〈
包
m
R
Y）
付
近
で
猟
を
し
て
い
た
北
部
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
住
民
に
出
会
い
、

l主

そ
の
う
ち
の
ロ
シ
ャ
ク

か
れ
ら
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
オ
ピ
川
か
ナ
ラ
ム
ザ
イ
川
（
Z
E
E
B
E同）

か
へ
行
こ
う
と

（円

g
E
W）
と
レ
う
男
か
ら
、

し
て
い
る
こ
と
を
聞
い
た
。

。
ζ 
-< 
(I) 

g-
0.. 

∞ <: 

も
そ
れ

同
意回
し品
て ;f
L、 g

る⑧ 5
は
、
こ
の
ナ
ヲ
ム
ザ
イ
は

ソ
連
の
シ
ベ
リ
ア
史
家
と
し
て
知
ら
れ
た
バ
ブ
ル

l
シ
ン

（
ω・
〈
・

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

レ
ベ
、
シ
ェ
フ

主
た
一
六
世
紀
半
ば
す
ぎ
の
地
図
に
は
、

イ
ギ
り
ス
人
ジ

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
も
前
記
の
、
ハ
イ
ド
と
い
う
地
名
も
記
入
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

ェ
ン
キ
ン
ソ
ン

（〉－

H
O
ロ
｝
柏
戸
口
目
。
ロ
）
は
ロ
シ
ア
旅
行
か
ら
帰
国
し
て
後
、

「
東
国
の
未
知
の
人
々
と
種
々
の
言
語
と
に
関
す
る
話
」

前
述
の

の
一
部
分
を
英
訳
し
て
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
こ
と
を
イ
ギ
リ
ス
人
の
間
に
伝
え
た
。

そ
し
て
か
れ
の
作
っ
た
一
五
六
二
年
の
ロ
シ
ア
地
図
を

み
る
と
（
第
一
図
参
照
）
、

a
H
C
〈
ぬ
ゲ
O
江白”

u

す
な
わ
ち
ユ
グ
ラ
が
あ
り
、

そ
の
東
隣
り
に
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
に
該
当
す
る

オ
ビ
川
口
の
東
に
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（
は
）
（
ゆ
⑦

一六
i
一
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路
（
一
二
上
）

宮子
門－
5 習

の E
記長・
入＝
ヵ：カ1

ああ
ち）り

そ
の
ま
た
東
隣
り
に
は
前
記
の

E
W包
門
守
に
該
当
す
る

一
五
七

0
年
代
に
な
る
と
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
は
す
で
に
ロ
シ
ア
人
の
聞
に
よ
く
知
ら
れ

て
い
て
、

フ
ィ
ヨ
ド
ル
・
イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
帝
（
3
3
L
O円同〈出ロ
0
1
0
5
の
と
き
一
五

八
八
年
に
ロ
シ
ア
を
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
フ
レ
ッ
チ
ャ
ー
（
の
・

の
時
代

明
】
巾
門
口
｝
回
目
司
）

ザ

｝

争

E
h

、
モ
ス
ク
ワ
の
毛
皮
市
場
で
は
ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
と
い
え
ば
ベ
チ
ョ
ラ
産
の
も
の

た①と
。と

も

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ

（富。
B
m。印
C
H凹－
H
O可）

産
の
も
の
が
優
良
品
’
と
さ
れ
て
い

一
六
世
紀
末
に
は
、
商
人
や
狩
猟
者
た
ち
は
、
北
部
ロ
シ
ア
の
沿
海
地
方
か
ら
マ

γ
ガ
セ
ヤ
へ
出
か
け
て
い
っ
て
、
そ
こ
に
防
備
を
ほ
ど
こ
し
た
植
民
部
落
を
設
け
て
、

＠
 

事
実
上
こ
こ
を
占
拠
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
七
世
紀
初
め
に
な
る
と
、

ロ
シ
ア
人
が
描
い
た
北
極
海
沿
岸
の
か
な
り
詳
細
な
地

図
が
あ
る
。
そ
の
原
図
は
伝
存
し
て
い
な
い
が
、

一
六

O
一
年
か
ら
一
六

O
九
年
ま
で

モ
ス
ク
ワ
に
滞
在
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
人
マ
ッ
サ

（

H
Z
S
宮
曲
回
目
白
）

が
ロ
シ
ア
人
の

原
図
を
複
写
し
て
、

地
名
を
ラ
テ

γ
文
字
に
転
写
し
た
も
の
が
現
存
し
て
い
る
（
第

二
図
参
照
）
0

」
れ
に
は
、

西
方
法
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
西
方
の
ウ
ン
ス
カ
ヤ
湾

（

d
s
rロ
可
日
均
三
）
国
）

か
ら
東
方
は
シ
ベ
リ
ア
の
タ
イ
ミ
ル
半
島
の
ピ
ヤ
ジ
ナ
川

（
匂
吉
田
一
ロ
ロ
）
ま
で
の
北
極
海
の
海
岸
線
が
描
か
れ
、

北
極
海
沿
岸
航
路
に
そ
う
て
存

在
す
る
島
や
半
島
お
よ
び
仰
、
湾
や
川
な
ど
に
は
多
数
の
地
名
が
記
入
さ
れ
て
い
て
、

0 



二ハ
1

一
七
世
紀
の
北
短
海
沿
岸
航
路
（
三
上
）

⑬ オビ川

⑬ ピヤシナ川

第2図
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①

③

＠

⑪

 

一二

O
二

当
時
の
ロ
シ
ア
人
た
ち
が
北
極
海
沿
岸
を
航
行
し
て
シ
ベ
リ
ア
へ
往
来
し

た
様
子
が
、
如
実
に
し
の
、
ば
れ
る
よ
う
な
地
図
で
あ
る
。
こ
の
地
図
に
は

二
ハ
一
二
年
刊
と
二
ハ
一
三
年
刊
と
の
二
種
あ
る
が
、
こ
こ
に
掲
げ
た
の

⑤
 

は
後
者
の
方
で
あ
る
。

さ
て
、
欧
露
北
部
か
ら
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
の
航
海
は
、

一
般
に
財
産
の
あ

る
産
業
者
（
胃
O
B
U
B
E
S
E－内）

の
仲
間
が
団
体
に
な
っ
て
行
な
い
、

コ

チ
（
W
R
r）
と
い
う
航
海
用
の
船
に
乗
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
船
は
北
部
ロ

シ
ア
沿
海
地
方
か
ら
ノ
ヴ
ァ
ヤ
・
ゼ
ム
リ
ヤ
島
お
よ
び
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ベ
ル

ゲ
ン
島
へ
い
っ
た
コ
チ
船
と
は
異
な
り
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
ゆ
く
船
は
、
途

中
で
ヤ
マ
ル
半
島
（
J
F
B白
】
）
を
横
断
す
る
と
き
に
連
水
陸
路
を
少
人
数

で
引
き
う
っ
す
こ
と
が
で
き
る
程
度
の
、
小
型
の
コ
チ
船
が
必
要
で
あ
っ

た
。
こ
の
小
型
の
コ
チ
船
は
普
通
一

O
人
の
乗
客
と
四

O
Oプ
l
ド
の
積

み
荷
、
合
計
約
七
ト
ン
を
の
せ
て
帆
走
し
た
。
船
の
積
載
力
は
、
大
き
い

か 場
つ合
た で
よも
う六
で 0

雪9 
。⑮七

0 
Q 
フ

（約一

O
l
一
一
ト
ン
）
を
越
え
な

二
ハ
一
九
年
ま
で
に
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
で
審
問
さ
れ
た
一
七

O
人
の
産
業

者
が
申
告
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
ま
で
の
北
極
海
沿
岸
航

路
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
航
海
は
北
部
ロ
シ
ア
の
セ
l
ヴ
ェ
ル
ナ
ヤ
・



一六
i
一
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路
公
二
上
） 北極海沿岸航路（マンガゼヤ航路）。（Lebedev,D. M., Fig. 10.参照〕第3図

ド
ヴ
ィ
ナ
川

3
2
2
E苫
口
三
口
出
）
あ
る
い
は
ク
ロ
イ
川
（
同
己
O
可
）
の
川
口
に

始
ま
る
（
第
三
図
参
照
）
。

ホ
ル
モ
ゴ
ル
イ

（同
rc］

5
0
1

ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
、

m
o
q）
あ
る
い
は
ピ
、
不
ガ

（
回
以
ロ
住
民
田
）
の
町
か
ら
で
て
ク
ロ
イ
川
の
川
口
に
い
た

り
、
こ
こ
か
ら
カ
ニ
ン
半
島
（
関

g
E）
を
迂
回
す
る
か
、

あ
る
い
は
半
島
を
チ
ジ

h

－
川
（

n
E
N
E〉
と
チ
ョ
シ
ャ
川
（
（

U
S
S
E）
と
の
連
水
陸
路
で
横
断
し
て
、

コ

ル
グ
エ
プ
島
（
州
内
。
｝
ぬ
ロ
山
、

2
）
の
側
を
と
お
り
、

ル
ス
キ
i
岬
（
閉
山

5
岳
山
『
〉
お
よ
び

メ
ド
ゥ
イ
ン
ス
キ
I
岬
（
冨
包
吉
田
喜
）
の
側
を
と
お
り
、

ヴ
ァ
イ
ガ
チ
島
と
大
陸

岸
と
の
聞
の
ユ
ゴ

i
ル
海
峡
（
ペ
ロ
m
c
z
ξ
ω
Z与
を
通
過
し
て
、

カ
ラ
川
（
同
国
自
）

の
川
口
の
カ
ラ
湾
（
沢
田

3
5百
m
c
g）
に
達
す
る
。

」
こ
か
ら
は
ヤ
マ
ル
半
島
を

迂
回
す
る
危
険
な
長
い
海
上
航
海
を
さ
け
て
、
半
島
の
中
ほ
ど
に
あ
る
ム
ト
ナ
ヤ
川

（
zcgapω
伺

1Jpry白
）
と
ゼ
レ
ナ
ヤ
川
（
N
己

g
a
p
別
の

ω巾
i
J
p
r
y白）

と
の
聞
を
む
す
ぶ
連
水
陸
路
を
利
用
し
て
半
島
を
横
断
し
、
オ
ビ
湾
に
は
い
り
、
ォ

ピ
湾
を
横
切
っ
て
タ
ズ
湾
に
進
み
、
タ
ズ
川
畔
の
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
に
到
着
す
る
。
航
海

の
所
要
日
数
は
、
ま
っ
た
く
天
候
し
だ
い
で
あ
っ
た
。
好
天
に
恵
ま
れ
る
と
、

セ

ヴ
ェ
ル
ナ
ヤ
・
ド
ヴ
ィ
ナ
川
口
か
ら
タ
ズ
川
口
ま
で
の
全
航
海
に
一
カ
月
余
を
要
す

る
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
が
、
平
均
し
て
三
｜
四
カ
月
党
要
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

一
カ
年
を
要
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、

マ
ン
ガ

し
か
る
に
こ
の
間
を
陸
路
で
行
く
と
、

ゼ
ヤ
へ
行
く
の
に
北
極
海
沿
岸
航
路
の
ほ
う
が
北
部
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
住
民
に
好

。



一六
l
一
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路
会
一
上
）

＠
 

ま
れ
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。

三
O
四

こ
の
北
極
海
沿
岸
航
路
は
、
北
極
海
を
通
っ
て
東
ア
ジ
ア
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
い
わ
ゆ
る
北
東
航
路
の
探
査
と
関
係
が
あ
っ
て
、

一
六
世

紀
後
半
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ロ
ウ

こ
五
五
六
年
の
航
海
）
、

ピ
ッ
ト
（
〉
・

2H）
と
ジ
ャ
ク
マ
ン
（
の
・
同
国
n
r
B田口”

一
五
八

O
年
の
航

海
）
、

り

探
検お
をよ
おび
こ オ
なラ
つン

てダ
レの
た＠バ
。レ

ン
ツ

（巧－

E
B
E
m
w
一
五
九
四
年
、

一
五
九
五
年
、

一
五
九
六
年
の
航
海
）
な
ど
の
航
海
者
が
、
し
き

ロ
シ
ア
政
府
は
こ
れ
ら
外
国
人
の
探
検
活
動
を
危
険
視
し
て
、
自
国
の
北
辺
の
領
土
を
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
業
会
社
に
よ
る
略
取
か
ら
守
る

必
要
を
痛
感
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
一
六

0
0年
に
モ
ス
ク
ワ
か
ら
タ
ズ
川
と
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
と
へ
、
町
と
要
塞
と
を
建
設
す
る
目
的
を
も
っ

て
、
シ
ャ
ホ
フ
ス
コ
イ
（
富
・

ωr田
w
r
o
a
r。
『
〉
等
の
大
遠
征
軍
が
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
否
の
報
告
を
ま
た
ず
翌
二
ハ

O
一
年
に
マ
サ
リ

ス
キ
！
（
〈
－

Z
虫
色
許
可
）
等
の
遠
征
軍
が
急
い
で
派
遣
さ
れ
た
の
も
、
単
に
こ
の
地
方
の
ネ
ネ
ツ
族
（
サ
モ
イ
ェ

l
ド
族
）
を
制
圧
す
る
こ

と
や
、
税
闘
を
設
置
す
る
と
い
う
経
済
的
な
目
的
な
ど
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ベ
ロ
フ
（
冨
・
円
切
色
0
4
）
の
考
証
に

よ
れ
ば
、
タ
ズ
川
畔
の
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
町
は
、
こ
の
シ
ャ
ホ
フ
ス
コ
イ
の
遠
征
軍
に
よ
っ
て
一
六

O
O年
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
か
ら
さ
ら
に
東
進
し
て
、
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
畔
に
も
柵
を
建
設
し
た
か
否
か
は
文
献
の
上
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、

⑬
 

年
の
古
文
書
に
は
ツ
ル
ハ
ン
ス
ク
柵
（
吋
ロ

E
5
2件
〉
の
記
載
が
あ
る
と
い
う
。

時
に
、

一
六

O
七

ベ
ロ
フ
が
記
述
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、

一
九
四
六
年
に
チ
ェ
ル
ネ
ツ
オ
フ
（
〈
・

Z
（

U
E
5
0
2
0
〈
）
を
隊
長
と
す
る
ソ
連
の
考
古

学
調
査
隊
が
調
査
し
た
結
果
で
は
、
品
目
の
マ

γ
ガ
ゼ
ヤ
は
単
な
る
軍
事
的
要
塞
で
は
な
く
、

「
多
数
の
住
民
と
発
達
し
た
手
工
業
お
よ
び
繁
栄

し
た
商
業
を
も
っ
都
市
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
い
う
結
論
を
得
た
の
で
あ
り
、
発
掘
さ
れ
た
ヴ
ェ
ニ
ス
の
ガ
ラ
ス
製
品
、
中
国
の
陶
磁
器
、

一
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
貨
幣
は
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
商
業
取
引
の
規
模
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
六
一
九
年
に
北
極
海
沿
岸
航
路
が
禁
止
さ

れ
る
ま
で
の
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
に
関
す
る
史
料
は
、
火
事
で
失
わ
れ
て
断
片
的
な
こ
と
し
か
判
明
し
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
北
部
ロ
シ



ア
沿
海
地
方
の
ア
ル
ハ
ン
ゲ
リ
ス
ク
や
ホ
ル
モ
ゴ
ル
イ
お
よ
び
メ
ゼ
ニ
か
ら
、
毎
年
多
く
の
商
人
や
産
業
者
が
コ
チ
船
で
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
行
つ

＠
 

た
よ
う
で
あ
る
。
バ
フ
ル
l
シ
ン
に
よ
る
と
、

一
六

O
一
年
に
は
海
路
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
四
隻
の
コ
チ
船
が
着
き
、
そ
れ
に
は
四

O
人
乗
っ
て
い

た。

一
六

O
二
年
も
そ
れ
と
同
数
で
あ
っ
た
。

二
ハ
一

O
年
に
は
一
六
隻
の
コ
チ
船
で
一
六

O
人
が
到
着
し
た
。

二
ハ
二
年
に
は
北
部
戸
シ

ア
の
沿
海
地
方
か
ら
二
六
笠
の
コ
チ
船
が
出
帆
し
た
が
、
天
候
が
悪
く
て
引
き
か
え
し
た
。

七
主
、

二
ハ
一
二
年
に
は
一
六
笠
、

＠
 

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
「
海
路
で
多
く
の
人
た
ち
が
到
着
し
た
」
の
で
あ
る
。

二
ハ
一
三
年
に
は

一
六
一
八
年
と
二
ハ
一
九
年
と
に
は
、

し
か
し
戸
シ
ア
政
府
は
、

こ
の
時
代
に
も
な
お
外
国
商
社
が
、
特
に
ド
イ
ツ
人
が
海
上
か
ら
シ
ベ
リ
ア
へ
進
出
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
継
続

し
て
い
る
事
実
に
不
安
を
感
じ
た
し
、
ま
た
ち
ょ
う
ど
こ
の
こ
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
た
東
シ
ベ
リ
ア
の
レ
ナ
川
方
面
へ
の
ロ
シ
ア
人
の
進
出
の
た

め
に
は
、
も
っ
と
南
方
の
道
、
す
な
わ
ち
ト
ボ
リ
ス
ク
か
ら
オ
ピ
川
に
よ
っ
て
ナ
ル
イ
ム
棚
、

マ
コ
ア
ス
キ
ー
柵
を
経
由
し
て
イ
ェ
ニ
七
イ
川

に
い
た
り
、
そ
こ
か
ら
ア
ン
ガ
ラ
川
に
よ
っ
て
レ
ナ
川
へ
通
ず
る
南
方
交
通
路
を
、
開
発
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
。
ま
た
ト
ボ
リ
ス
ク
の
地

方
長
官
に
と
っ
て
は
、
商
人
や
産
業
者
の
大
群
が
ト
ポ
リ
ス
ク
を
通
る
南
方
の
交
通
路
へ
転
換
し
て
く
る
こ
と
は
、
収
入
の
増
大
を
約
束
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
、

二
ハ
一
六
年
に
ト
ボ
リ
ス
ク
の
地
方
長
官
ク
ラ
l
キ
ン

（H
・
同
日
鳥
山
口
）
が
海
路
の
禁
止
を
上
奏
す
る
と
、
た
だ
ち
に
ロ
シ
ア
政

府
は
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
ゆ
く
北
極
海
航
路
を
禁
止
し
た
。

し
か
し
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
地
方
長
官
と
商
人
た
ち
が
こ
の
禁
止
に
猛
烈
に
反
対
し
た
の

で
、
二
ハ
一
八
年
に
は
再
び
こ
の
航
路
の
許
可
が
出
さ
れ
た
が
、
し
か
し
ク
ラ
l
キ
γ
は
一
六
一
九
年
に
、
シ
ベ
リ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア

へ
の
柁
来
に
海
上
航
路
を
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
命
令
を
だ
し
、
担
年
ロ
シ
ア
政
府
は
こ
の
禁
止
命
令
を
正
式
に
承
認
し
た
の
で
あ
伊
o

こ
の
よ
う
に
し
て
、
北
部
ロ
シ
ア
の
沿
海
地
方
か
ら
北
極
海
航
路
に
よ
っ
て
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
ヘ
往
来
す
る
こ
と
は
、

二
ハ
一
九
年
に
禁
止
さ
れ

一六
l
一
七
社
副
の
北
極
海
沿
岸
航
路
（
三
上
）

0 
五



一六
l
一
七
枇
紀
の
北
極
海
、
沿
岸
航
路
（
一
一
一
上
）

一O
六

て
し
ま
っ
た
が
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
盛
況
は
急
に
は
衰
え
な
か
っ
た
。
こ
の
時
以
後
一
六
六
七
年
の
禁
止
ま
で
四
八
年
間
は
、
オ
ピ
川
下
流
の
ベ

リ
ヨ
ゾ
フ
あ
る
い
は
ト
ポ
リ
ス
ク
か
ら
オ
ピ
川
を
下
航
し
、

オ
ピ
川
口
か
ら
オ
ビ
湾
と
タ
ズ
湾
を
航
行
し
て
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
に
到
着
す
る
と
い
う

全
行
程
の
半
ば
を
海
上
航
路
に
よ
る
交
通
が
行
な
わ
れ
た
。

ト
ポ
リ
ス
グ
か
ら
船
に
乗
っ
て
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
ま
で
行
く
水
路
の
全
長
は
約
三
、

0
0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
余
も
あ
り
、
そ
の
う
ち
ベ
リ
ヨ
ゾ
フ

か
ら
タ
ズ
川
口
ま
で
の
間
の
航
海
が
困
難
で
、
途
中
の
オ
ピ
川
口
に
は
危
険
な
浅
瀬
が
多
く
、
ま
た
特
に
厳
寒
の
到
来
（
一

O
月
l
一
一
月
）

⑫
 

前
の
秋
季
に
は
暴
風
雨
が
烈
し
く
て
、
海
上
で
船
が
難
破
の
危
に
あ
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。
ト
ボ
リ
ス
ク
と
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
聞
の
所
要
日

数
は
全
く
天
候
し
だ
い
で
、
七
週
間
た
ら
ず
で
着
い
た
例
も
あ
る
が
、

ト
ポ
リ
ス
ク
の
地
方
長
官
ク
ラ
l
キ
ン
の
報
告
に
よ
る
と
、
好
天
の
場

⑮
 

合
で
八
週
間
、
悪
天
候
の
と
き
に
は
一
三
週
間
か
ら
そ
れ
以
上
を
要
し
た
。

使
用
さ
れ
た
船
は
や
は
り
コ
チ
船
で
あ
る
が
、
こ
の
航
路
で
は
陸
上
を
船
の
移
搬
を
す
る
必
要
が
な
い
の
で
、
一
ユ
五

l
四
0
ト
ン
の
大
型
の

⑬
 

コ
チ
船
が
使
用
さ
れ
、
貨
物
の
ほ
か
に
乗
組
員
と
旅
客
と
を
合
わ
せ
て
二

O

二
七
人
の
人
間
を
乗
せ
た
。

ベ
ロ
フ
（
ζ
・
H

・
回
色
。
4
）
は
、
こ
の
時
代
に
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
商
業
に
お
い
て
、

ロ
シ
ア
の
中
央
地
方
の
大
商
人
す
な
わ
ち
ツ
ア
！
の
ゴ
ス

チ
（
ぬ
。
田
氏
）
が
大
き
い
役
割
を
演
じ
は
じ
め
た
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
は
ロ
シ
ア
の
商
業
資
本
の
形
成
に
お
げ
る
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
重
要
な
意
義

を
物
語
る
と
の
べ
て
い
る
。

マ
シ
ガ
ゼ
ヤ
に
来
航
す
る
主
要
な
商
人
は
大
資
本
を
も
ち
、
大
商
人
は
い
ず
れ
も
一
、

0
0
0
ル
ー
ブ
ル
前
後
の

各
種
の
商
品
を
積
み
こ
ん
で
い
た
。
商
人
た
ち
は
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
、
こ
の
地
の
住
民
の
あ
い
だ
で
最
も
売
れ
ゆ
き
の
よ
い
オ
オ
ジ
カ
の
皮
、
雌

牛
の
皮
、
小
万
、
網
、
火
薬
、
錯
、
小
銃
、
衣
服
、
履
物
、
糸
、

蝋
燭
、

自
望
、

穀
物
、

ひ
き
割
り
、

ス
キ
l
、
手
袋
、
羅
紗
、
ビ
ー
ズ
飾

り
、
小
鈴
、
首
飾
り
、
大
鍋
な
ど
を
も
っ
て
き
て
、
こ
れ
ら
の
商
品
を
、
も
っ
ぱ
ら
ク
ロ
テ
ン
、
北
極
ギ
ツ
ネ
、
ピ
ー
ヴ
ァ
ー
な
ど
の
毛
皮
に

＠
 

替
え
た
。

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
に
お
け
る
毛
皮
取
引
の
規
模
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ベ
ロ
フ
は
次
の
よ
う
な
資
料
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な



九
匹
）

の
ク
ロ
テ
ン
を
提
示
し
た
。

一
六
三
四
年
に
は
九
八
二
人
が

わ
ち
二
ハ
三

O
年
に
は
二
二
一
一
五

O
人
が
、
税
関
に
一
、
九
七
回
ソ
l
ロ
ク
二
九
匹
（
由
。

g
w
は
四

O
匹
単
位
で
あ
る
か
ら
総
数
は
七
八
、
九
八

一
、
一
一
一
九
ソ
l
ロ
ク

（
四
八
、
七
六

O
匹
）
の
ク
ロ
テ
ン
を
運
ん
で

一
六
三
五
年
に
は
ク
ロ
テ
ン
一
、
一
二
一

O
ソ
l
ロ
グ
二

O
〈
五
二
、
四
二

O
）
匹
。

き
た
。

一
六
三
包
年
に
は
ツ
ル
ハ
ン
ス
ク
に
お
い
て
一
、

一
五
九
ソ
l
p
ク
二

O
（
四
六
、
三
八

O
〉
匹
の
ク
ロ
テ
ン
が
登
録
さ
れ
た
。
こ
の
と
き
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
郡
全
体
で
は
二
．

二
ハ
三
二
年
に
一
、

一
五

O
ソ

ー
ロ
ク
一

O
（
四
六
、

O
一
O
）
匹
の
ク
ロ
テ
ン
。

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
か
ら
逆
ひ
た
さ
れ
た
毛
皮
の
数
量
は
、

O
（
八
七
、
二
一

O
）
匹
の
ク
ロ
テ
ン
で
あ
る
。
ま
た
、

一八

O
ソ

l
ロ
ク

六
三
六
年
に
は
一
、
九

O
O
ソ
l
ロ
ク

一
六
三
三
年
に
は
て
七
五

O
ソ
l
ロ
ク
八

O
（七

O
、
O
八
O
）
匹
の
ク
ロ
テ
ン
。

＠
 

（
七
六
、

0
0
0）
匹
の
ク
ロ
テ
ン
で
あ
る
。

ま
た
マ
ン
ガ
七
ヤ
と
ツ
ル
ハ
ン
川
流
域
と
で
徴
集
き
れ
た
ク
ロ
テ
ン

の
毛
皮
関
税
（
一

O
分
の
一
税
、
円
日
叩
告
白
己
ロ
ロ
河
田
ぴ
。
同
）
は
、
パ
フ
ル
l

⑫
 

シ
ン
に
よ
れ
ば
第
一
表
の
よ
う
な
数
量
で
あ
り
、
こ
れ
を
一

O
倍
す
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
に
お
い
て
商
人
や
産
菜
者
が
税
関
に
提
示
し
た

ク
ロ
テ
ン
の
毛
皮
の
総
数
が
わ
か
る
わ
け
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ロ
シ
ア

暦
一
三
八
年
（
西
暦
一
六
二
九

i
一一一

O
年
）
の
毛
皮
関
税
ば
二

O
O
ソ
l

ロ
ク
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
年
度
の
ク
ロ
テ
ン
の
総
数
ば
八

O
、

0
0
0

阻
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
な
お
ロ
シ
ア
随
一
三
八
年
と
い
う
の
は
七

一
三
八
年
（
世
界
開
閥
紀
年
）

の
略
記
で
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
西

暦
年
次
が
二
年
に
ま
た
が
る
よ
う
に
記
入
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、

世
紀
に
お
い
て
は
ロ
シ
ア
の
踏
で
は

一
年
が
九
月
か
ら
始
ま
っ
た
の

一六
l
一
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路
（
三
上
）

七

四午（1臼3/4〕－170 ソ ー ロ ク と 叩 ！ 
134年〔1625/6) 203 グ と 3匹 l
135年（1626/7〕－185 ／／と 10匹 1

136年（1627/8〕－258 11 と 13匹｜

137年（1628/9) -200 H と 61& I 

138年（1位 9/30〕－200 II j ~::: ~~：：~／〕一一

マンガ七ヤとツルノ、ン）｜；畔における

クロテンの毛皮関税

第1去

徴集されたクロテンの数四！皆ロシア際

11匹

2 J.'.£ 

1匹

391Z!, 

2匹

7 Jlli 
22匹

と

と

と

と

と

と

と

ソーロ ti
，， 
，， 
，， 
，， 

142年（1633/4) -190 

144年 (1635/6) 266 

145年（1636/7) -218 

147年（1638/9) -185 

148年（1639/40〕－157

149年（164'0/1) -158 
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二ハ
l
一
七
位
紀
の
北
梶
山
仰
沿
岸
航
路
（
一
二
上
）

。
)¥ 

で
、
西
暦
の
二
つ
の
年
に
ま
た
が
る
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
ク
ロ
テ
ン
の
関
税
は
、
金
額
に
す
る
と
ど
の
位
の
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
第
一
表
で
は
煩
雑
に
な
る
の
で
省
略
し
た
が
、
パ
フ

ル
l
シ
ン
、
が
付
記
し
て
い
る
そ
の
金
額
を
み
る
と
（
金
額
不
明
の
年
も
あ
る
が
）
最
低
は
一
一
二
八
年
の
八
、
二
五

0
ル
ー
ブ
ル
、
最
高
は
一
四

あ五
つ年
たの
かー
を三
雄
弁七

物九
語ル
つ l
てブ
し、 ノレ

ミ宮Z
る

い
ず
れ
に
し
て
も
、
毎
年
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
を
通
過
し
た
ク
ロ
テ

γ
の
毛
皮
の
数
が
、
い
か
に
多
量
で

し
か

L
一
六
四

0
年
代
に
な
る
と
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
を
通
過
す
る
こ
の
交
通
路
は
凋
落
瑚
に
は
い
り
、
そ
の
こ
ろ
商
人
や
産
業
者
に
よ
っ
て
行
な

わ
れ
た
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
航
梅
に
つ
い
て
は
、
短
か
い
報
道
が
あ
る
に
す
、
ぎ
な
い
。
こ
の
時
代
に
は
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
地
方
の
毛
皮
資
、
娠
は
す
で
に
掴
渇

＠
 

し
て
、
毛
皮
産
業
の
中
心
は
も
っ
と
東
方
の
レ
ナ
川
方
面
ヘ
移
り
つ
つ
あ
っ
た
。
商
業
交
通
路
も
、
も
っ
と
南
方
の
道
、
す
な
わ
ち
ウ
ラ
ル
山

地
の
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
か
ら
ト
ポ
リ
ス
ク
を
へ
て
オ
ビ
川
を
航
し
、

ナ
ル
イ
ム
か
ら
イ
ェ
ニ
セ
イ
ス
ク
を
経
由
し
て
、
ア
ン
ガ
ラ
川
に
よ
っ

て
レ
ナ
川
へ
連
絡
す
る
南
方
の
道
が
、

シ
ベ
リ
ア
の
主
要
な
交
通
路
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

そ
の
う
え
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
航
海
は
危
険
が
多
く
、

一
六
回
二
年
か
ら
三
年
間
に
わ
た
っ
て
海
上
で
船
の
難
破
が
つ
づ
い
た
た
め
に
、
耕
地
が
な

く
て
移
入
穀
物
に
頼
っ
て
い
た
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
で
は
、
イ
エ
ニ
セ
イ
ス
ク
か
ら
食
糧
の
補
給
を
う
け
る
便
宜
上
、
地
方
長
官
も
守
備
隊
も
一
時
東

方
の
ツ
ル
ハ
ン
ス
ク
へ
移
転
す
る
と
い
う
事
態
も
発
生
し
た
。

一
六
五

0
年
代
に
な
る
と
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
は
た
だ
政
府
の
コ
チ
船
だ
け
が
、

ず、 ご
く
少
数
の
狩
猟
者
を
と
も
な
っ
て
到
着
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
狩
猟
者
は
一
六
五
四
年
に
は
六
人
、

＠
 

一
六
五
八
年
に
は
一
人
も
来
な
か
っ
た
と
い
う
。

一
六
五
六
年
に
は
七
人
し
か
来
航
せ

か
く
て
ト
ポ
リ
ス
ク
の
地
方
長
官
は
一
六
六
六
牛
に
、

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
は
イ
ェ
ニ
セ
イ
川
か
ら
ツ
ル
ハ

γ
ス
ク
を
経
・
闘
し
て
安
全
に
か
つ
安

価
に
穀
物
と
塩
と
を
運
び
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
こ
の
半
ば
海
上
航
路
に
よ
る
不
便
で
危
険
な
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
航
路
の
禁
止
を
モ
ス
ク
ワ
の
シ

ベ
リ
ア
省
へ
願
い
で
た
。
こ
の
願
い
は
許
可
さ
れ
、
ト
ポ
リ
ス
グ
の
地
方
長
官
ゴ
ド
ゥ
ノ
フ
（
日

ν

ド吋． 
。
。
門
宮
口
0
4
）
は
、

一
六
六
七
年
に
オ



ビ
湾
と
タ
ズ
湾
と
に
よ
っ
て
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
往
来
す
る
海
上
航
路
を
禁
止
す
る
命
令
を
だ
し
、

ス
ク
を
経
由
し
て
行
な
う
こ
と
と
し
た
叩

マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
へ
の
物
資
の
運
輸
は
イ
エ
ニ
セ
イ

一
六
七
二
年
に
は
ア
レ
ク
セ
イ
・
ミ
ハ
イ
ロ
ヴ
ィ
チ
帝
（
〉
Z
5
2
冨
F
rと－
0
4
山岳）

の
命
令
に
よ
っ
て
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
市
は
廃
棄
さ
れ
、
そ

の
守
備
隊
は
ツ
ル
ハ
ン
ス
ク
へ
移
さ
れ
た
。
そ
の
後
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
の
場
所
に
は
小
さ
い
柵
が
建
て
ら
れ
、

②
 

人
の
コ
サ
ッ
ク
が
住
ん
で
、
ネ
ネ
ツ
族
か
ら
税
を
集
め
て
い
た
と
い
う
。

一
八
世
紀
に
は
こ
の
冬
営
所
に
数
十

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ま
ず
北
部
ロ
シ
ア
の
沿
海
地
方
か
ら
北
極
海
沿
岸
を
航
行
し
て
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
に
い
た
る
北
極
海
航
路
は
、

二
ハ
一
九
年

に
禁
止
さ
れ
、
ま
た
そ
の
後
も
つ
づ
け
ら
れ
て
い
た
オ
ビ
川
口
か
ら
オ
ピ
湾
と
タ
ズ
湾
と
を
航
海
し
て
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
に
い
た
る
航
路
は
、

一六

六
七
年
に
禁
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
禁
止
令
に
よ
っ
て
、
北
極
海
沿
岸
航
路
の
利
用
者
が
そ
の
後
全
く
な
く
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
に
す
ぎ
る
よ
う
で

あ
る
。
ベ
ロ
フ
の
記
述
に
よ
る
と
、

一
六
一
九
年
の
禁
止
令
は
永
続
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
一
二

O
l四
O
年
も
た
つ
て
前
述
の
よ
う
な

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
商
業
会
社
に
よ
る
シ
ベ
リ
ア
略
取
の
脅
威
も
な
く
な
っ
た
時
代
に
は
、

ロ
シ
ア
政
府
も
そ
の
禁
止
令
を
想
い
だ
さ
な
か
っ
た

し
、
ま
た
活
動
的
な
企
業
心
に
富
む
北
部
ロ
シ
ア
沿
海
地
方
の
住
民
も
、
北
極
海
沿
岸
航
路
守
禁
止
さ
れ
た
ま
ま
で
推
移
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
ベ
ロ
フ
が
引
用
し
て
い
る
シ
ュ
バ
ロ
フ
伯
爵
（
句
・
同
・

ω
E
S
F
4）

の
報
道
に
よ
れ
ぽ
、

一
七
世
紀
末
に
は
、

カ
ラ
海
を
経
由
し

て
オ
ピ
川
と
タ
ズ
川
と
の
川
口
へ
、
毎
年
三

O
隻
か
ら
四

O
隻
ま
で
の
コ
チ
船
が
、
商
品
を
ネ
ネ
ツ
族
の
毛
皮
と
・
交
易
す
る
た
め
に
到
来
し
て

＠
 

い
た
と
い
う
。

そ
の
後
一
七

O
四
年
に
、

シ
ベ
リ
ア
へ
の
往
来
は
ウ
ラ
ル
山
脈
を
越
え
る
道
の
な
か
で
も
ヴ
ェ
ル
ホ
ト
ゥ
リ
エ
交
通
路
だ
け
を
経
由
せ
よ
と

二ハ
l
一
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路
（
三
上
〉

三
O
九
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The Coastal Route of the Arctic Ocean 1n 

16th and 17th Centuries 

-Navigations to Mangazeya
Masatoshi MIKAMI 

It is evident that after the mid sixteenth century Russians were 

sailing to the Ob Bay in Western Siberia and to the country of 

Mangazeya in the east along the coast of the Arctic Ocean. Their aim 

was to exchange their shipped goods for the fur offered by Siberian 

natives. But the use of such a route was forbidden by the chief 

officer (voevoda) of Tobolsk in 1619. 

Since then, to get to Mangazeya from Tobolsk, the first half of 

their course had been the passage down the river Ob to its mouth, 

and the latter half from there across the bays of both Ob and Taz 

finally to the destination. Mangazeya was the place where exchange 

had been made of a great deal of fur up to 1640' s. 

But thereafter the center of fur industry moved eastwards to 

the river Lena and, moreover, the main trade route in Siberia moved 

southwards. Thus its out-of-the-way location brought about Mangaze

ya's declination and, in turn, the prohibition of the sea route to it in 

the way mentioned above in 1667. But the coastal route of the Arctic 

Ocean was resumed by Russians toward the end of the seventeenth 

century. 




